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なり、着せ替えをしつつ、別の物語を展開できるような意図を込めて制作された。制作工程は油土で原型を
作り、石膏型を制作し、石膏型鋳込み技法で各パーツを制作しレース人形の技法を用いて衣服を着せ、その
布に泥漿を浸み込ませた後、素焼き焼成し、下絵具、釉薬をかけて焼成し上絵具で加飾している。頭につい
ている二つの突起は鬼を題材にしており、作者にとって鬼は想像の世界で生きる、憧れでもあり、不思議で
かわいい存在として考えている。作者は想像を掻き立てるために敢えて名前をつけていないが、＜ピンクの
髪の女の子＞は赤鬼の赤をイメージしたまま、優しくかわいい色にしている。＜水色の髪の女の子＞はクー
ルな印象、落ち着きのある知的な感情を表し、＜黄色の髪の女の子＞は明るく活発なイメージ、華やかで可
愛らしいイメージを表現している。外側の＜緑と灰色の髪の女の子＞は中の3人のわき役、意地悪なライバル
的存在として配置していると作者は述べている。作品は鑑賞者の見方によってイメージが変化することを意
図しており、自己主張のある作品とは反対の受け身の効果を狙っている点で、作品の強さとか感情を極力な
くしている。したがって作品としての印象が弱く、作者のイメージの世界に漂い、鑑賞者に訴えかける強い
感動や、狙いを感じとることはできない。女性が少女らしい発想で作った作品と言える。 
 
（総合審査結果の要旨） 
 
美少女フィギュアをテーマに制作を続けてきた岡崎春香の博士課程における作品は、昔話を題材に、同じ
型から鋳込み成形した５体のボディーに違う衣装と彩色により、それぞれのキャラクター性を表現した作品
である。現代の漫画やアニメの世界観にある非現実性と美少女フィギュアに強い興味を持っている作者は、
日本のおとぎ話や昔話と美少女フィギュアを重ね合わせて、作者のもつ独特な世界観の表現を試みている。 
これまでの制作、卒業制作、修了制作においても美少女をモチーフに磁器による人形の作品を発表してき
た。卒業制作では、初めての試みでもあり鋳込み型の成形から焼成まで、試行錯誤の連続であった。特に衣
装の成形に苦労していたが、修了制作では研究を進め、眼球の表現や衣装の強度を高めるなどの素材研究と
球体間接による姿勢の可変性にも挑戦して来た。博士課程では、論文中に書かれている様に現代日本の美少
女フィギュアの造形的特徴と歴史の概観、自作と美少女フィギュアとの関係について定義づけを試みている。
又、陶磁器人形の歴史や造形的特徴を海外と日本との比較研究とともに、国内の生産地を訪れて、成形や焼
成の技法を調査し、自作への応用と表現の可能性を広げた研究の成果が本作品に表れている。先に述べた様
に、同じ型で鋳込み成形したボディーに泥漿をしみ込ませたレースで服を着せる様に衣装を成形し、腕、足、
髪の毛などのパーツを接合したのち焼成する。焼成の際、高火度による変形を防ぐため支柱を立てて窯詰め
するなど新たな工夫が加えられた。下絵の具や上絵による彩色でそれぞれのキャラクター性を表現している
が、発色の効果や陶磁器の質感など今後の研究課題となる点と言える。論文と作品の関係性などを評価して
学位授与としたい。 
